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　人ロの動き
　5月1日現在
男5，122（一2）
女5，196（＋6）
計　 10，318（チ4）

世帯数a355（卜7）
　（）内は前月比較
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ルはかるいといいますから大変な合理化です。

　「こんなに具合がいいものだとは思いません
でした。」とは、新町地区で利用する人たち
の声。

　思わぬ労力軽減に、一段と作業に身の入る
風情でした。
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L＿＿＿＿＿一＿＿＿一＿＿日一＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿一F＿＿＿1

◎㊧◎㊤㊥＠◎
　5月11・18・25日　6月1・8日



（2）哩灘轟易鶉｝第225号し広報かわに昭和52年5月10日

特
別
会
廿

一
一
－
－
■

前
号
に
引
き
続
い
て
、
五
十
二
年
度
予
算
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

今
月
は
、
七
つ
の
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
グ
ラ
フ
を
参
考
に

ご
覧
く
だ
さ
い
。誉創Φ頼りぎ

じ
O

蟷

蒙
前
年
董
り
約

　
　
　
　
二
十
パ
！
セ
ン
ト
伸
ぴ

纈　
　
　
　
た
事
業
勘
定
、
伸
ぴ
の

　
　
　
　
原
因
は
や
は
り
医
療
費

　
　
　

　
　
　
　
の
増
と
い
え
ま
し
よ
う
。

緩　
　
　
　
　
別
表
の
よ
う
に
、
保

　
　
　
　
険
給
付
費
（
医
療
費
、

灘
難
霧
麓
）

国庫支出金58．6％　　保険料

　　　　　　　　　　　　34．2％
　178，066
　　　　　　　　　　　　104，091

　　　　　　　　　　　　　　　　　　繰入金
　　　　　　歳入　　　　6・6％＿その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～0．6％
　　　　　304，103干円

　
乙
の
う
ち
、
助
産
費
一

件
四
万
円
、
葬
祭
費
一
件

一
万
五
千
円
、
育
児
手
当

金
一
件
三
千
円
は
、
い
ず

れ
も
前
年
と
同
額
で
す
。

　
歳
入
で
は
、
国
庫
支
出

金
の
ほ
か
は
皆
さ
ん
か
ら

の
保
険
料
に
頼
る
の
み
、

　
支
払
い
が
多
く
な
る
と

い
き
お
い
皆
さ
ん
の
保
険

料
に
響
い
て
き
ま
す
。

近隣市町村保険料の比較
保険給付費88．9％　　　　　監」

　　270，363

　　　　　　　　　　　　総務費
　　　　　　　　　　　一　4．1％

　　　歳出　　そ。）他7・o％

　　304，103干円

…r水道事業

　　　　　　　　　　（1世帯当り）

　　　　69，015円

　　　　61，680円

　　　　62，110円

　　　　72，354円

（この数字は予算編成の資料として

各市町村が用いたもの）

灘．

鞭
馨
．
灘

　
企
業
会
計
（
複
式
簿
記
）
の
た
め
、

ほ
か
の
予
算
と
は
形
が
ち
が
い
ま
す
が

仕
事
の
内
容
は
同
じ
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
水
道
の
使
用
料
（
営
業
収
入
）
、
他

会
計
か
ら
の
繰
入
金
（
営
業
外
収
入
）

や
借
金
（
企
業
債
）
を
大
き
な
収
入
源

と
し
、
一
万
、
支
出
は
給
水
費
用
や
新

　
．
毒
マ
．
三
一
マ
．
三
一
一
完
一
…
マ
幅
三
亨
・
三
一
亨
主
囎
噂
．

川　西

卜日町

津南

中里

　　獲灘鑓
算
は
、
灌
よ
り

灘
ト
の
増
、
乙
の
中

　
　
に
は
、
室
島
地
区

　
　
に
建
設
す
る
簡
易

水
道
の
費
用
六
千
八
百
六

十
万
が
あ
り
、
全
予
算
の

七
十
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

を
し
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
は
、
過
去
に

建
設
し
た
簡
水
の
維
持
、

補
修
費
な
ど
の
計
上
で
す
。

歳
入
の
構
成
は

　　　水道企業会計の予算

囹収益的収入及び支出

営業外収入16，135
収
入

　　　　　　50

営業費用35，116支
出

囹資本的収入及び支出

癸一齢…1
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規
加
入
の
工
事
な
ど
（
営
業
費
用
）
や
　
　
良
費
）
な
ど
を
折
り
込
ん
で
、
編
成
さ

　
　
　
　
　
　
　
借
金
の
返
済
（
営
業
外
費
用
・
企
業
債
　
　
れ
て
い
ま
す
。
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改
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国
庫
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五
一
万
円
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収
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三
〇
万
一
千
円
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建
設
事
業
に
還
元
融
資

　
　
　
　
　
　
皆
さ
ん
の
簡
易
保
険
積
立
金

　
皆
さ
ん
の
簡
易
保
険
積
立
金
か
ら
還

元
融
資
を
受
け
て
、
五
十
一
年
度
の
建

設
事
業
が
、
り
っ
ぱ
に
完
成
し
ま
し
た

　
融
資
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
過
疎

対
策
事
業
と
義
務
教
育
施
設
整
備
事
業

（
用
地
）
の
ふ
た
つ
で
、
借
入
れ
の
総

額
は
、
八
千
三
百
拾
万
円
に
の
ぼ
り
ま

す
。　

こ
の
う
ち
、
過
疎
対
策
事
業
に
っ
い

て
は
木
落
地
区
簡
易
水
道
、
農
協
有
放

施
設
補
助
、
林
道
若
ノ
窪
線
開
設
、
川

西
中
給
食
施
設
、
鶴
霜
連
絡
農
道
開
設
＼
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今月から

上
野
連
絡
所
が

歯
科
診
療
所

　
歯
科
診
会
計
は
、
前
年

よ
り
六
十
三
、
四
パ
ー
セ

ン
ト
と
大
き
く
伸
ぴ
て
、

二
千
三
百
七
十
五
万
二
千

　　　　吾
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QA

円
の
予
算
で
す
。

　
大
き
く
伸
ぴ
た
原
因
、
そ
れ
は
、
今

月
か
ら
、
歯
科
診
療
所
が
上
野
の
連
絡

所
に
場
所
を
移
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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国保（施設会計）

3．87／蕊
　　！50　蹄
　　　5”職

轟講講

入繰．越金鋤・
）諸収入　9ク〃
　　　　　計　　娚！76

へ

ノ

礒
謡
．

麹禽

へ
纏

繋頚・

　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　鐵　　　購嚇
　
こ
の
広
報
が
お
手
も
と
に
届
く
こ
ろ

は
、
内
部
改
装
や
諸
器
機
の
取
り
付
け

も
終
わ
り
、
連
絡
所
で
診
療
が
行
わ
れ

る
手
は
ず
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
移
転
費
用
（
内
部
改
造
や
機
械

器
具
類
）
が
、
こ
と
し
の
予
算
を
大
き

く
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
歳
入
で

も
診
療
収
入
一
千
七
百
　
　
　
　
碑
蜥

七
十
四
万
円
の
ほ
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迦
翻

　
設
備
費
と
し
て
町
債
を
五
百
万
円
あ
て

　
て
い
ま
す
。

　
　
な
お
、
連
絡
所
に
場
所
が
か
わ
っ
て

　
も
、
治
療
内
容
や
受
け
付
け
方
法
な
ど

　
は
、
今
ま
で
と
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の

　
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
四
七
年
は
診
療
所
建
築
が
あ
り
数
字
が
伸

び
て
い
る
。

　’　，’据．・．’1出轟漁騰翻剰黙三讐

　　晒瞳覇㎜、難簸難論灘鍮
灘纏勲輿離，灘，　などでしめています．

懸、鐵、難施霧謙糟・、
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磯躍鞭灘雛灘・備　　　醐齢聯1
3千万

2千万

掛金を下げ
　　　補償をアツプ

5251年

農
業
共
済

会
計
の
中
心

は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
水

稲
共
済
。

昨
年
の
冷

害
の
教
訓
も

あ
っ
て
、
本

年
は
さ
ら
に

補
償
内
容
の

充
実
に
意
を

用
い
ま
し
た
。

　
た
と
え
ぱ

＼中
屋
敷
藤
沢
線
改

良
舗
装
、
山
野
田

学
校
線
改
良
舗
装

中
仙
田
越
ケ
沢
線

改
良
、
新
町
新
田

寺
ケ
崎
線
改
良
、

高
倉
滝
沢
線
舗
装

木
落
原
田
線
改
良

の
、
都
合
十
一
の

事
業
を
対
象
に
七

千
三
百
九
拾
万
円

義
務
教
育
施
設
整

備
事
業
に
つ
い
て

は
、
仙
田
小
の
用

地
買
収
分
と
し
て

九
百
二
拾
万
円
の

貸
付
け
を
受
け
た

も
の
で
す
。

　
簡
易
保
険
は
、

皆
さ
ん
の
生
活
を

守
る
だ
け
で
な
く

過疎対策事業として簡保資金の還元融資を受けて完成した鶴

霜連絡農道。

　
町
の
施
設
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
も
　
　
合
、
一
般
会
計
の
財
政
調
整
資
金
と
し

　
役
立
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
　
　
　
　
　
　
て
簡
易
保
険
積
立
金
か
ら
、
六
千
五
百

　
　
こ
の
ほ
か
に
も
、
五
十
一
年
度
の
場
　
　
万
円
の
短
期
誘
資
も
受
け
て
い
ま
す
。
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共
済
金
の
支
払
い
を
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム

ニ
百
二
十
円
か
ら
、
二
百
七
十
円
に
二

割
強
の
ア
ッ
プ
、
一
方
付
随
す
る
皆
さ

ん
か
ら
の
掛
金
も
、
率
を
改
定
し
て
二
、

三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
、
一
パ
ー
セ
ン
ト

に
引
き
下
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
金
額
で
み
ま
す
と
、
前
年
の

平
均
掛
金
は
十
ア
ー
ル
当
り
七
百
六
円

本
年
は
八
百
三
十
六
円
と
な
り
ま
す
。

　
金
額
的
に
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
共

済
金
の
ア
ッ
プ
に
比
し
、
掛
金
率
の
下

が
っ
て
い
る
の
が
、
お
わ
か
り
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
、
本
年
は
防
除
機
具
整
備
五
か

年
計
画
の
し
め
く
く
り
と
な
り
ま
す
。

　
こ
と
し
購
入
予
定
の
も
の
は
、
背
負

動
力
散
粉
機
二
十
三
台
、
カ
ー
ペ
ッ
ト

ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
一
台
の
導
入
補
助
な
ど

で
す
。

　
乙
の
結
果
、
五
年
間
で
は
防
除
機
の

購
入
八
十
九
台
〔
機
械
導
入
費
の
助
成

十
一
台
、
総
額
に
し
て
約
一
千
万
円
の

費
用
を
投
入
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
水
稲
の
収
量
等
級
の
全

面
的
な
改
定
を
し
た
い
と
い
う
の
が
、

主
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、
蚕
繭
、
家
畜
共
済
と
も
、
補

償
内
容
が
充
実
し
ま
し
た
。

　
特
徴
的
な
こ
と
と
し
て
、
家
畜
共
済

中
に
種
豚
共
済
約
三
百
五
十
頭
の
加
入

を
見
込
ん
で
お
り
、
こ
の
規
模
は
県
下

一
を
誇
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
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き
た
る
22
ヨ
で
す
．

参
議
院
議
員
の
補
欠
選
挙
が
、
今
月

二
十
二
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
と
く
に
今
回
ば
、
農
繁
期
に
あ
た
り

ま
す
が
、
七
月
の
参
議
院
議
員
の
通
常

選
挙
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
選
挙
で
す

の
で
、
棄
権
さ
れ
る
乙
と
の
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
こ
と
し
は
、
七
月
の
参
院
選
、
ま
た

八
月
に
は
町
の
議
会
議
員
の
選
挙
も
予

定
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
の
あ
た
り
年
と

こ
の

潔　
翻

鍵
・

　
韓

も
な
り
ま
し
た
。

　
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
．

日
ご
ろ
の
啓
も
う
に
加
え
、
と
く
に
選

挙
の
多
い
こ
と
し
も
、
絶
対
に
違
反
の

な
い
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
を
行
う
こ

と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
棄
権
の
な
い
、
明
る
く
正
し
い
選
挙

が
で
き
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
．
補
欠
選
挙

の
投
票
時
間
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

投
票
時
間
は

揃
七
時
～
犠
六
時
ま
で

　
投
票
所
は
、
前
回
と
同
様
で
す
。

　
投
票
の
時
間
も
前
回
と
同
じ
く
、
朝

七
時
か
ら
夕
方
六
時
ま
で
で
す
が
、
仙

田
地
区
の
大
白
倉
、
小
白
倉
、
高
倉
、

大
倉
の
部
落
は
、
終
了
時
間
を
一
時
間

繰
り
あ
げ
て
、
夕
方
五
時
ま
で
と
な
り

ま
す
。

　
農
繁
期
で
、
最
も
忙
し
い
と
き
で
す

が
、
作
業
着
の
ま
ま
、
ち
ょ
っ
と
時
間

を
さ
い
て
投
票
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

不
在
投
票
は

　
早
め
に
し
ま
し
ょ
う

　
選
挙
の
当
日
、
次
の
理
由
の
あ
る
方

は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、

早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
や
む
を
得
な
い
用
務
や
事
故
で
、
町

　
外
に
旅
行
や
、
滞
在
を
さ
れ
る
人
。

◎
そ
の
他
、
都
合
で
当
日
投
票
所
へ
行

け
な
い
人
。

　
こ
の
よ
う
な
万
は
、
投
票
日
の
前
日

（
二
十
一
日
）
ま
で
の
毎
日
（
土
・
日
　
　
の
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
い
で
く
だ

、
・
祝
祭
日
を
問
い
ま
せ
ん
。
）
、
午
前
　
　
さ
い
。
そ
の
際
、
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
ご

八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
に
、
役
場
　
　
持
参
く
だ
さ
い
。
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三
つ
の
誓
い
を
か
み
し
め
て
〃
樋

　
金
の
か
か
ら
な
い
、
き
れ
い
な
選
挙

を
め
ざ
し
て
〃
お
く
ら
な
い
、
も
ら
わ

な
い
、
も
と
め
な
い
〃
の
三
な
い
運
動

を
推
進
中
で
す
。

　
と
く
に
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

で
は
、
次
の
三
つ

の
誓
い
を
広
く
有

権
者
に
訴
え
て
い

ま
す
。意

味
を
よ
く
か

み
し
め
な
が
ら
、

ご
協
力
を
〃

※
私
は
買
収
、
供
応
を
す
る
候
補
者
に

　
は
投
票
し
ま
せ
ん
。

※
私
は
候
補
者
か
ら
の
金
品
は
絶
対
に

受
け
ま
せ
ん
。

※
私
は
自
分
の
判
断
で
投
票
し
ま
す
。
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＊
農
業
共
済
シ
リ
ー
ズ
…
－
①

夫清

制
度
を
み
ん
か
零
詮

　
わ
た
し
た
ち
が
家
族
の
安
全
や
、
財

産
を
守
る
た
め
に
、
生
命
保
険
や
建
物

共
済
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
よ
う
に
、

農
業
の
安
全
を
守
る
た
め
に
加
入
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
が
農
業
共
済
で
す
。

　
農
業
ほ
ど
、
自
然
の
影
響
に
左
右
さ

れ
や
す
い
産
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
い
か
に
最
新
の
技
術
を
駆
使
し
、
努

力
し
て
も
、
防
ぎ
き
れ
な
い
の
が
自
然

災
害
で
す
。

　
そ
し
て
、
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
つ
て
く

る
の
が
災
害
と
い
え
ま
し
よ
う
。

農
業
共
済
が
、
他
の
保
険
や
共
済
事

業
と
異
な
る
の
は
、
農
業
が
自
然
相
手

の
、
き
わ
め
て
不
安
定
な
産
業
で
あ
る

た
め
、
謝
金
の
半
分
以
上
を
国
が
負
担

し
て
い
る
、
い
わ
ば
、
農
家
と
国
の
二

人
三
脚
の
事
業
と
い
え
る
乙
と
で
す
。

実
態
に
あ
っ
た
内
容
が

　
選
べ
る
よ
う
に

　
現
在
の
農
業
共
済
制
度
が
発
足
し
て

か
ら
、
こ
と
し
で
三
十
年
に
な
り
ま
す
。

　
乙
の
間
、
農
家
負
担
の
軽
減
や
、
補

償
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
数
多
く
の

改
正
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
と
く
に
、
今
回
の
制
度
改
正
に
よ
っ

て
、
内
容
も
豊
富
と
な
り
、
地
域
や
農

家
の
実
態
に
あ
っ
た
制
度
が
選
べ
る
方

向
が
し
め
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
農
業
共
済
事
業
の
内

容
や
、
仕
組
み
な
ど
を
理
解
願
い
な
が

ら
、
農
業
経
営
の
中
に
、
共
済
制
度
を

ど
う
活
用
し
た
ら
よ
い
か
、
い
つ
し
ょ

に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
共
済
は
わ
か
り
に
く
い
、
そ
し
て
、

掛
捨
て
が
多
い
と
い
わ
れ
、
二
、
三
年

も
豊
作
が
続
く
と
、
す
ぐ
に
共
済
は
不

用
だ
、
な
ど
と
か
げ
口
を
た
た
か
れ
ま

す
が
、
だ
れ
し
も
、
支
払
う
金
は
多
く

受
け
取
る
金
は
少
な
い
と
思
え
る
の
が

人
情
と
い
う
も
の
で
し
よ
う
か
。

　
共
済
制
度
の
中
に
は
、
被
害
率
、
揚

金
率
、
そ
し
て
、
共
済
減
収
量
な
ど
特

殊
な
用
語
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の

数
値
は
、
過
去
の
デ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て

基
準
が
定
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
一
般
的
に
な
じ
め
な
い

面
も
あ
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー

タ
ー
が
も
と
に
な
っ
て
、
共
済
事
業
が

成
り
た
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ

の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
乙
れ
ら
の
デ
ー
タ

ー
を
中
心
に
、
共
済
事
業
の
実
態
を
紹

介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

掛
金
の
二
倍
以
上
が

　
還
元
さ
れ
る

　
農
業
共
済
は
、
掛
金
の
半
分
以
上
を

国
が
負
担
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
の

と
お
り
で
す
が
、
そ
の
掛
金
は
、
一
・
切

事
務
費
な
ど
に
は
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
乙
れ
は
、
他
の
保
険
事
業
な
ど
と

異
な
る
点
で
す
。

　
い
い
か
え
れ
ば
、
皆
さ
ん
の
納
め
た

掛
金
の
二
倍
以
上

が
、
何
ら
か
の
形

で
農
家
に
還
元
さ

れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
別
表
で
は
、
掛

金
の
二
、
五
倍
が
還

元
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
お
わ
か
り
い

た
だ
け
る
こ
と
で

し
よ
う
。

　
で
も
、
そ
れ
以

前
の
豊
作
分
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
か
、

と
思
わ
れ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
相
応
の
金
額

は
、
今
後
の
災
害

に
備
え
、
一
定
の

方
式
で
積
み
立
て

ら
れ
る
の
で
す
。

単位二千円
農作物共済の掛金、共済金等比較表

区分　　　　　年度 47 48 49 50 51 計

支
払
分

共　済ま卦　金 4，195 3，604 4，832 ZOO7 8，104 鉱742
賦　　課　　金 597 564 646 1，150 1，569 4，526

計　　① 4，791 4，168 5，478 8，157 9，673 32，267

受
取
分

共　　済　　金 793 930 5，031 2，874 52，551 62，179

無事戻童↓662 1，604 924 787 2，060 6，037

防除機補助等 一 1，963 2，630 840 1，848 Z281

農薬券補助 2，071 1，952 凶 一 一 4，023

計　　② 3，526 6，449 8，585 4，501 56，459 79，520

比　　較　①一② 1，265 ※2，281 ※3，107 3，656 ※46，786※4Z253

※印は農家受取分
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、
に

千
手
4

十
五
年
問
も

手
作
り
の
図
書
を

　
新
学
期
が
始
ま
っ
て
、
早
く
も
一

か
月
半
、
ど
こ
の
学
校
で
も
、
新
し

い
仲
間
を
迎
え
、
に
ぎ
や
か
な
毎
日

を
お
過
ご
し
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
、
今
月
は
新
学
期
に
ふ
さ

わ
し
く
、
明
る
い
話
題
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
は
、
児
童
数
三
百
六
十
三

名
の
千
手
小
学
校
、
こ
の
学
校
に
、

も
う
十
五
年
く
ら
い
も
、
美
し
い
手

作
り
の
図
書
を
送
り
届
け
て
く
れ
て

い
る
人
が
あ
り
ま
す
。

　
善
意
の
人
は
、
岐
阜
市
に
住
む
高

橋
喜
雄
平
さ
ん
と
い
う
方
、
冊
数
も

か
さ
ん
で
、
今
で
は
四
十
五
冊
余
り

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
手
作
り
の
図
書
の
説
明

か
ら
・
；
：
：
：
。

　
大
学
ノ
ー
ト
を
台
紙
に
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
の
雑
誌
、
グ
ラ
フ
誌
な
ど
か

ら
、
写
真
や
絵
を
切
り
ぬ
き
、
き
れ

い
に
は
り
付
け
説
明
を
つ
け
る
、
こ

の
収
集
範
囲
が
と
て
も
広
い
の
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
動
物
を
扱
っ
た
も
の

で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
動
物
を
集
め
、

二
十
～
三
十
ぺ
ー
ジ
の
一
冊
に
。
ま

た
、
高
山
植
物
と
か
、
日
本
の
城
、

世
界
の
服
装
、
建
築
、
祭
り
等
々
。

↓
日
本
の
城
の
一
ぺ
ー
ジ
か
ら

↑
書
棚
に
い
っ
ぱ
い
。

　
こ
の
ほ
カ
に
も
あ
り
ま
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
方
面
の
も
の
を
集
め
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
冊
ず
つ
に
ま
と
め

あ
げ
て
あ
り
ま
す
。

　
不
明
な
こ
と
は
、
ど
う
い
う
方
法

で
こ
れ
ら
の
原
稿
と
も
い
え
る
雑
誌

類
を
入
手
さ
れ
る
の
か
、
乙
の
量
と

い
い
、
手
間
と
い
い
、
説
明
を
付
け

る
知
識
、
乙
れ
ら
は
な
み
た
い
て
い

の
労
力
で
は
な
い
の
で
す
。

　
小
学
生
に
も
、
理
解
さ
れ
や
す
い

よ
う
に
く
ふ
う
さ
れ
た
手
作
り
の
図

書
、
同
校
で
は
こ
れ
を
〃
高
橋
文
庫

〃
と
名
付
け
、
理
科
、
社
会
科
な
ど

の
資
料
と
し
て
利
用
、
ま
た
、
古
く

か
ら
の
善
意
だ
け
に
、
子
供
た
ち
の

親
し
み
も
格
別
で
、
つ
ぎ
に
送
ら
れ

て
く
る
も
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

と
い
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
乙
の
善
意
の
人
、
高

橋
さ
ん
と
は
、
ど
ん
な
人
な
の
で
し

ょ
う
か
？

　
学
校
で
も
、
き
っ
と
こ
の
町
に
ゆ

か
り
の
あ
る
人
、
と
い
い
な
が
ら
も

や
さ
し
い
人
と
な
り
を
想
像
し
て
い

る
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
こ

の
人
は
坪
山
部
落
の
出
身
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
若
く
し
て
こ
の
地
を
出
ら
れ
た
高

橋
さ
ん
が
、
忘
れ
が
た
い
ふ
る
さ
と

と
の
き
ず
な
を
、
手
作
り
の
図
書
に

託
し
て
、
善
行
を
続
け
て
く
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。

　
年
に
、
二
、
三
冊
は
必
ず
届
く
と

い
う
乙
の
手
作
り
の
図
書
、
つ
い
先

日
も
ま
た
一
冊
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
願
い
つ
つ
丹
精
こ
め
ら
れ
て
い
る

高
橋
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
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あ
か
ち
ゃ
ん
た
ち
の
悩
み
を
ど
う
ぞ

52
年
の
母
子
保
健
推
進
員
決
ま
る

　
五
十
二
年
度
の
母
子
保
健
推
進
員
が

こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。

妊
産
婦
や
乳
幼
児
な
ど
の
心
配
ご
と

や
、
悩
み
を
解
決
し
て
く
れ
る
よ
い
話

し
相
手
に
な
つ
て
く
れ
ま
す
。
担
当
区

域
を
ご
覧
の
う
え
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
敬
称
略
）

住
所

発
電
所
通

田
中
町

寺
尾

元上鶴伊沖

町野吉友立

新
町
新
田

下
平
新
田

木
落

ノ」、高田

海橋中氏

ふスス名
さミミ

富田高柄
井村橋沢

タヤ美悦
キイ枝

押
木
タ
ケ
ノ

丸
山
キ
ク
ノ

清
水
リ
ィ

山
家
伊
津

担
当
区
域

一
分
団

二
分
団

三
分
団
及

ぴ
高
原
田

沖
　
立

伊
　
友

山
の
根

上
　
野

元
　
町

新
町
新
田

下
平
新
田

木
　
落

仁
　
田
　
　
田
中
ア
ヤ
エ
　
仁
　
　
田

野
　
口
　
　
滋
野
　
サ
ダ
　
野
口
及
ぴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
＋
歩

原
　
田
　
　
大
平
　
キ
ミ
　
原
田
及
ぴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
　
深

下
　
原
　
　
田
中
三
千
子
　
下
　
　
原

中
仙
田
　
　
小
林
　
哲
　
　
中
仙
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
ケ
沢
、
田
戸

室
島
　
金
井
ア
イ
室
島
及
ぴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
脇

藤
沢
　
佐
藤
ス
ミ
イ
藤
　
沢

高
　
倉
　
　
高
橋
ヲ
ン
ノ
　
高
　
　
倉

赤
谷
　
登
坂
初
枝
赤
　
谷

岩
瀬
　
小
川
ト
メ
子
岩
瀬
及
ぴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
倉

小
白
倉
　
　
片
桐
　
信
子
　
大
白
倉
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
小
白
倉

善
意
を
あ
り
が
と
う

香
典
返
し
な
ど
三
件

◎
川
西
町
粋
吟
会
か
ら
、
先
に
行
わ
れ

た
粋
吟
大
会
の
成
功
の
お
礼
に
と
一
万

円
を
。

◎
木
島
の
数
藤
彦
三
さ
ん
か
ら
、
亡
く

な
ら
れ
た
義
母
サ
ホ
さ
ん
の
香
典
返
し

と
し
て
五
万
円
を
。

◎
山
野
田
の
清
水
守
平
さ
ん
か
ら
、
亡

く
な
ら
れ
た
父
周
平
さ
ん
の
香
典
返
し

と
し
て
五
万
円
を
。

　
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

障
害
者
の

授
産
施
設
が
オ
ー
プ
ン

　
乙
の
ほ
ど
、
障
害
者
を
対
象
に
し
た

通
所
授
産
施
設
が
、
総
合
セ
ン
タ
ー
の

北
原
分
館
（
消
防
分
遣
所
の
南
側
）
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
〃
な
か
ま
の
家
〃
と
仮
称
す
る
乙
の

施
設
は
、
通
所
援
護
施
設
と
も
い
わ
れ

る
も
の
で
、
県
の
助
成
に
よ
り
運
営
さ

れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
仕
事

と
し
て
、
当
面
は
、
二
名
の
専
任
職
員

を
あ
て
て
い
ま
す
が
、
社
会
課
を
中
心

に
事
業
を
進
め
、
徐
々
に
、
充
実
し
た

援
産
施
設
に
し
た
い
と
、
張
り
切
っ
て

い
ま
す
。

・ん・き・ん・

　　　ふ
塁雌ξ
金民は●塗手わし

あ
な
た
は
お
す
み
で
す
か

”
国
民
年
金
の
現
況
届
讐

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は

ね
［
毎
年
一
回
「
現
況
届
」
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
五
月
は
、
国
民
年
金
（
拠
出
制
）

の
障
害
、
母
子
、
準
母
子
、
遺
児
、

寡
婦
の
各
年
金
を
受
け
て
い
る
人

が
、
こ
の
現
況
届
を
役
場
の
年
金

係
に
提
出
す
る
と
き
で
す
。

　
現
況
届
と
は
、
年
金
を
受
け
る

人
の
生
存
や
生
計
維
持
関
係
の
確

認
を
行
い
、
今
年
度
の
年
金
支
払

い
を
決
め
る
重
要
な
届
け
で
す
。

　
も
し
、
こ
の
現
況
届
が
期
限
の

五
月
三
十
一
日
ま
で
に
提
出
さ
れ

な
い
と
、
社
会
保
険
事
務
所
で
は

年
金
を
引
き
続
い
て
支
払
っ
て
よ

い
か
ど
う
か
の
判
断
が
つ
き
ま
せ

ん
の
で
、
現
況
届
が
提
出
さ
れ
る

ま
で
の
間
、
年
金
を
一
時
差
し
止

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う

早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
今
回
の
現
況
届
は
、
昭

和
五
十
一
年
五
月
三
十
一
日
以
前

か
ら
年
金
を
受
け
て
い
る
人
た
ち

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
障
害
年
金
受
給
者

や
、
他
の
年
金
の
加
給
対
象
者
で

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
、
診
断
書

の
再
提
出
を
求
め
ら
れ
た
方
は
、

診
断
書
も
あ
わ
せ
て
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
診
断
書
の
認
定
に
は
、
少
し
時

間
を
要
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
医

師
を
訪
れ
、
診
断
書
を
作
成
し
て

も
ら
い
ま
し
よ
う
。
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出かせぎ者

一
時
金
受
給
手
続
き
は

町
農
委
に
寄
っ
て
か
ら

　
出
か
せ
ぎ
者
の
方
で
、
本
年
特
例
一

時
金
の
受
給
手
続
き
を
さ
れ
る
場
合
は

町
の
農
業
委
員
会
に
お
寄
り
の
う
え
、

必
要
書
類
を
作
成
し
、
次
に
よ
り
十
日

町
の
安
定
所
へ
出
頭
し
て
く
だ
さ
い
。

一
．
取
り
つ
ぎ
期
間
　
7
月
31
日
ま
で

一
一
、
出
頭
日

　
　
月
曜
～
金
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら

三
、
手
続
き
を
す
る
と
、
三
週
間
後
が
認

　
　
定
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
日

　
　
が
農
繁
期
に
な
り
ま
せ
ん
よ
う
ご

　
　
注
意
く
だ
さ
い
。

一
一
三
一
3
3
…
一
…
。
一
…
一
…
。
囎
三
。
一
一
3
三
一
一
一
…
一
一
呂
日
。
3
ξ
騨
一
一
。
3
3
三
一
…
3
三
一
…
一
聞
…
一
…
三
一
喝
…
3
。
q
噂
。
…
噌
三
…
一
…
一
…
一
一
…
一
一
一
一
。
一
…
一
一
一
。
3
一

　
　
商
工
業
各
種
育
成
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
請
受
付
け
始
ま
る

　中

小
企
業
の
近
代
化
を
進
め
る
た
め

各
種
資
金
の
申
請
を
受
け
付
け
中
で
す
。

　
資
金
の
種
類
な
ど
は
、
次
の
と
お
り

で
す
が
、
予
算
の
関
係
で
し
め
切
り
が

資金の種類と内容

早
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
町

内
の
商
工
業
者
の
方
で
ご
希
望
の
方
は

早
め
に
役
場
商
工
観
光
係
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。

資金の種類 借受資格者 貸付金額 利率 申込期限

中小企業設備

近代化資金

中小企業者で
国が指定した
業種

20～
800万円

無利子 8月20日

中小企業設備

合理化資金

県内に事業所
を有する者で
知事が認める

牒

20～
800万円

年利
4．8％ 8月20日

中小企業

近代化資金

県内に店舗等
を有する中小
企業者

1，000万

円以内

年利
4．8％ 8月20日

産業育成資金
町内の中小商
工業者

250万円

　以内
年利
7．0％ 随　時

中小企業設備

貸与制度

織物、製材、
サービス業な
ど国の指定す
る業種

貸与設備
価格

　20～
1，200万円

年利
5．0％ 随時

民
俗
資
料

○
入
手
品
　
ね
こ
の
つ
ぐ
ら
、
ぜ
に
箱

す
ず
り
箱
、
た
ば
こ
ぼ
ん
、
馬
づ
め
ほ

う
ち
ょ
う
、
投
網
の
お
も
り
。

O
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
　
小
林
勝
（
中

仙
田
）
、
青
木
喜
八
（
田
戸
）
、
中
島

勇
治
（
新
町
新
田
）

民
俗
資
料
を

　
ご
っ
そ
り
と

　
　
上
野
の
星
名
さ
ん
か
ら

こ
の
ほ
ど
、
上
野
の
星
名
茂
利
さ
ん

か
ら
、
長
年
に
わ
た
り
収
集
さ
れ
た
民

俗
資
料
お
よ
そ
七
十
点
を
、
そ
っ
く
り

町
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
代
表
的
な
も
の
は
、
あ
ん
ど
ん
、
馬

耕
用
具
一
式
、
な
わ
、
わ
ら
工
品
一
式

神
仏
類
、
お
ぼ
ん
、
わ
っ
ぱ
、
ぶ
い
と

う
な
ど
。

　
私
設
民
俗
資
料
館
に
も
匹
敵
す
る
と

い
う
こ
れ
ら
の
品
々
は
、
星
名
さ
ん
が

苦
労
し
て
集
め
ら
れ
た
も
の
ば
か
り
。

社
会
教
育
課
で
も
、
昔
の
慣
習
や
農
耕

信
仰
な
ど
の
生
活
を
し
の
ぶ
に
欠
か
せ

な
い
貴
重
な
資
料
だ
と
感
謝
し
な
が
ら

早
速
、
資
料
館
に
陳
列
し
ま
し
た
。

〃
剣
友
会
員
の
募
集
〃

　
剣
道
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
毎
週
日
曜
日
の
午
前
八
時
か
ら

十
時
ま
で
、
体
育
館
（
千
手
神
社

近
く
）
で
剣
道
教
室
を
開
い
て
い

ま
す
。

　
希
望
者
は
、
練
習
日
に
体
育
館

ま
で
お
い
で
の
う
え
申
し
込
み
を

ま
た
、
役
場
産
業
課
内
、
数
藤
信

吉
あ
て
ご
連
絡
い
た
だ
い
て
も
結

構
で
す
。
　
（
電
八
－
三
一
一
一
、

有
一
二
三
三
）

一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
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一
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雷
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亀
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亀
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覧
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9
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。
剛
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8
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う
ぶ
声
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お
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や
か
に

横櫃高池星小富星村田高高高中南金平小渡小
山間橋竹名林井名山村橋橋橋村雲子野川邊林
　　　　恵　　　　　　　　　　　　多
友英明宏美正隆哲正雅梢秀和静千臣幹真春大
美信生美子英暢夫　史　人巳香加一夫紀美和

博友勝広雄正茂政洋貞敏正一武吉千市勲金博
　一　　二夫男一三一行一義良章弘郎　平
二二長長二長長二長長二長二長長二長長長二
女男男女女男男男男男女男男女女男男女女男
　　　　発　　　　　　　　　　　　　　 発
中伊山原電木上沖高赤坪中三大四岩上電上中
島野所　 原　仙白郎　所仙町友田田通島野立田谷山田領倉兼瀬町通野田

小
柳
　
暢
　
　
正
義
　
長
男
　
中
島
町

渡
邊
正
　
　
亮
一
　
長
男
　
東
善
寺

高
橋
　
勲
　
　
晴
夫
　
長
男
　
学
校
町

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

諏
方
ム
ツ
子

石
澤
潤
一

青
柳
美
知
子

藻　諏清三佐金武
　方水浦藤井田
　ム
潤ツ隆眞重芳昭
一子　 也男江一

上長上福霧十高

平仲高和高佐川村佐村杉
野田橋田橋藤崎越藤山山
貞高政幸邦博政珠喜ヨ茂
雄子昭子男子行子一キ

大
島
ミ
ヨ
子

高
原
田

＋
日
町
か
ら

谷島
か
ら

野岡
か
ら

町

＋
日
町
か
ら

神
社
町

＋
日
町
か
ら

野
　
口

野
口
か
ら

越
ケ
沢

宮
城
か
ら

寺
尾

東
京
か
ら

水
口
沢

大
分
か
ら

四
郎
兼

＋
日
町
か
ら

◎
新
郎

◎
新
婦

◎
新
郎

◎
新
婦

◎
新
郎

◎
新
婦

◎
新
郎

◎
新
婦

◎
新
郎

◎
新
婦

◎
新
郎

◎
新
婦

◎
新
郎

◎
新
婦

◎
新
郎

◎
新
婦

（（（（（（（（

田
畑
幸
雄

小
林
久
子

田
口
喜
一

飯
塚
ま
り
子

小
林
進

滋
野
ミ
サ
子

田青戸竹江
中山田本口

茂幸博正敬
夫子雄代二

村
山
ス
ミ
エ

細清星高
尾水名橋

直正タ泰
子昭ミー

元
町

中
仙
田
か
ら

木
落

＋
日
町
か
ら

学
校
町

野
口
か
ら

小
白
倉

東
京
か
ら

仁
田

＋
日
町
か
ら

下
原

＋
日
町
か
ら

霜
条

沖
立
か
ら

山
野
田

津
南
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

高
橋
ト
シ

尾
身
ツ
ル

星
野
正
太
郎

渠漿無

周ミサナ
平ヤホヲ

田
中
町

中
島
町

野
口

坪
山

木
島

下
平
新
田

山
野
田
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4月の交通事故発生件数
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